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1-1. 単日分析

単日売上データは 1 日単位の累計宿泊売上データなどを見ることができます。

チェックを入れるとグラフが表示されます。 表の内容を CSV で出力します。

線グラフには月間客室稼働率が表示されます。棒グラフには累計宿泊売上が表示されます。

1

2

A B

※ 分析機能公開日以前（2021 年 7 月 26 日以前）のグラフと表のデータで若干のずれがあります。2021 年 7 月 26 日以前のデータ�グラフは参考程度にご利用ください。
※ 分析機能の月間稼働率や月間宿泊売上については、日ごとにデータを集計しているため、2021 年 3 月 28 日以前のデータは作成されません。
　 分析機能利用前でも、2021 年 3 月 29 日以降のデータは収集されています。（ただしステイシー利用開始日以降）
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2ヶ月分のグラフを表示した場合、下図のように先月分も含めたグラフが表示されます。

 1-1. 単日分析

「部屋代のみ」にチェックを入れると基本商品の単価から料理品目の単価を
引いた金額で計算された「ADR」「RevPAR」「宿泊単価」が表示されます。

チェックを入れると、先月分も含めた 2 ヶ月間のグラフが表示されます。

C
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1-1. 単日分析

累計宿泊売上 宿泊売上 ( 消費税込 )　　の累計が表示されます。

昨年累計宿泊売上 昨年の宿泊売上 ( 消費税込 )　　の累計が表示されます。

累計昨対 「累計宿泊売上 ÷ 昨年累計宿泊売上」が【%】で表示されます。

月間稼働率 「月間稼働室数 ÷ ( 現在の客室数 × 月の日数 )」が【%】で表示されます。

昨年月間稼働率 「昨年の月間稼働室数 ÷ ( 現在の客室数 × 月の日数 )」が【%】で表示されます。

ADR ※ 客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」が表示されます。稼働室数は稼働率集計表の「販売数」です。

RevPAR ※ 販売可能な客室 1 室あたりの収益「ADR × 客室稼働率」が表示されます。

宿泊単価 ※
「宿泊売上 ÷ 宿泊人数」が表示されます。
※ 宿泊人数は宿泊売上の販売数量 ( 基本商品１泊以上の販売数量 ) です。

B

A

宿泊売上 1 日の宿泊売上 ( 消費税込 ) が表示されます。

昨年宿泊売上 昨年同日の宿泊売上 ( 消費税込 ) が表示されます。

累計宿泊売上 累計宿泊売上 ( 消費税込 ) が表示されます。

昨年累計宿泊売上 昨年同日の累計宿泊売上 ( 消費税込 ) が表示されます。

累計昨対 「累計宿泊売上 ÷ 昨年累計宿泊売上」が【%】で表示されます。

日次稼働率 １日単位の客室稼働率が表示されます。客室稼働状況ページの「稼働率」が表示されます。

月間稼働率 「月間稼働室数 ÷ ( 昨年の客室数 × 月の日数 )」が【%】で表示されます。月間稼働室数はオンハンドも含みます。

昨年月間稼働率 「昨年の月間稼働室数 ÷ ( 昨年の客室数 × 月の日数 )」が【%】で表示されます。

ADR ※ １日単位の客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」が表示されます。

RevPAR ※ １日単位の販売可能な客室 1 室あたりの収益「ADR × 客室稼働率」が表示されます。

宿泊単価 ※
１日単位の「宿泊売上 ÷ 宿泊人数」が表示されます。
※ 宿泊人数は宿泊売上の販売数量（基本商品１泊以上の販売数量）です。

指定月の売上データが累計で表示されます。表示内容は下記の通りです。

指定月の 1 日単位の売上データが表示されます。表示内容は下記の通りです。

1

2

※「部屋代のみ C 」にチェックを入れた場合、「ADR」「RevPAR」「宿泊単価」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた金額で計算された内容が表示されます。

※「部屋代のみ C 」にチェックを入れた場合、「ADR」「RevPAR」「宿泊単価」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた金額で計算された内容が表示されます。
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1-2. 月間分析

月間売上データは月単位の累計宿泊売上データなどを見ることができます。

C

B

1 2

その他商品カテゴリー

表の内容を CSV で出力します。
A
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1-2. 月間分析

宿泊売上 宿泊売上を表示します。宿泊売上は１泊以上の基本商品売上金額 ( 消費税込 ) です。

日帰売上 日帰売上を表示します。日帰売上は０泊の基本商品売上金額 ( 消費税込 ) です。

その他商品カテゴリー その他商品カテゴリーの売上を表示します。

「　 」で指定されている月と昨年同月の売上や営業データが表示されます。

売上データ

営業データ

「　 」で設定されている期間と昨年同月の売上や営業データが表示されます。

1

2 B

C

客室稼働率 客室稼働率が表示されます。

ADR ※ 客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」が表示されます。

RevPAR ※ 販売可能な客室 1 室あたりの収益「ADR × 客室稼働率」が表示されます。

宿泊人数 宿泊売上の販売数量を表示します。宿泊商品は基本商品１泊以上の販売数量です。

宿泊単価 ※ 「宿泊売上 ÷ 宿泊人数」を表示します。

日帰人数 日帰売上の販売数量を表示します。日帰商品は基本商品０泊の販売数量です。

日帰単価 ※ 「日帰売上 ÷ 日帰人数」を表示します。

人件費 「経費入力」ページで入力した値が表示されます。

人件費率 「人件費 ÷ 合計売上」を表示します。

食事原価率 「食事原価 ÷ 料理売上」を表示します。食事原価は経費入力で入力した値が表示されます。

A

※  ｢ADR」「RevPAR」「宿泊単価」「日帰単価」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた「部屋代のみ」のデータを表示することができます。 
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」の「売上分析表示設定」で表示設定が可能です。（26 頁参照）
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1-3. 年間分析

年間売上データは年単位の売上データ、営業データを見ることができます。

表の内容を CSV で出力します。

次ページの売上データ及び営業データが
表示されます。
表の内容は表示されるグラフによっても
変わります。

一昨年のデータを表示させることができます。

グラフを表示させることができます。

※ 分析機能公開日以前（2021 年 7 月 26 日以前）のグラフと表のデータで若干のずれがあります。2021 年 7 月 26 日以前のデータ�グラフは参考程度にご利用ください。
※ 分析機能の月間稼働率や月間宿泊売上については、日ごとにデータを集計しているため、2021 年 3 月 28 日以前のデータは作成されません。
　 分析機能利用前でも、2021 年 3 月 29 日以降のデータは収集されています。（ただしステイシー利用開始日以降）
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年間総売上 年間総売上は「基本商品売上 ( 宿泊売上 + 日帰売上 ) + その他商品売上」が表示されます。

宿泊売上 宿泊売上を表示します。宿泊売上は１泊以上の基本商品売上金額 ( 消費税込 ) です。

日帰売上 日帰売上を表示します。日帰売上は０泊の基本商品売上金額 ( 消費税込 ) です。

その他商品カテゴリー
日帰売上の次は「その他商品カテゴリー」の売上が表示されます。
表示内容は「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」で変更できます。非表示にした内容 (25 頁参照 ) も「年間総売上」に合計されます。

1-3. 年間分析

客室稼働率 客室稼働状況ページの「稼働率」の合計欄の値を表示します。

ADR ※ 客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」を表示します。

RevPAR ※ 販売可能な客室 1 室あたりの収益「ADR × 客室稼働率」を表示します。

宿泊人数
宿泊売上の販売数量を表示します。

（基本商品１泊以上の販売数量）

宿泊単価 ※ 「宿泊売上 ÷ 宿泊人数」を表示します。

日帰人数
日帰売上の販売数量を表示します。

（基本商品０泊の販売数量）

日帰単価 ※ 「日帰売上 ÷ 日帰人数」を表示します。

人件費 経費入力で入力した値が表示されます。

人件費率 「人件費 ÷ 合計売上」を表示します。

食事原価率
「食事原価 ÷ 料理売上」を表示します。
※食事原価は経費入力で入力した値が表示されます

営業データ

売上データ

売上データの次に下記の営業データが表示されます。

※  ｢ADR」「RevPAR」「宿泊単価」「日帰単価」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた「部屋代のみ」のデータを表示することができます。 
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」の「売上分析表示設定」で表示設定が可能です。（26 頁参照）
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1-4. 扱い先分析

扱い先ごとの売上データを確認することができます。初めて表示期間を設定する場合は表示に時間がかかります。

扱い先の表示件数を変更できます。
1

2 3 4

それぞれクリックすると「扱い先の名前」「扱い先売上金額」「宿泊売上
金額」「日帰売上金額」の昇順または降順に並べ替えることができます。
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1-4. 扱い先分析

扱い先売上
基本商品 宿泊売上と日帰売上の合計が表示されます。

その他商品
その他商品売上の合計が表示されます。
非表示 (25 頁参照 ) の「その他商品売上」は加算されません。

チェックを入れると扱い先ごとの「基本商品売上」と「その他商品売上」の合計が「扱い先売上」として表示されます。
非表示の「その他商品売上」は加算されません。

1

扱い先ごとの「その他商品売上カテゴリー」の売上が表示されます。
非表示の「その他商品売上」は「扱い先売上」の「その他商品」の金額に加算されません。
表示設定は「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」で設定できます。

4

宿泊売上

宿泊単価 ※ 「宿泊売上 ÷ 宿泊人数」が表示されます。

ADR ※ 客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」が表示されます。

予約件数 宿泊の予約件数が表示されます。

平均人数 宿泊平均人数が表示されます。

合計人数 宿泊合計人数が表示されます。

扱い先ごとの宿泊売上が表示されます。2

※  ｢宿泊単価」「ADR」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた「部屋代のみ」のデータを表示することができます。 
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」の「売上分析表示設定」で表示設定が可能です。（26 頁参照）

日帰売上

日帰単価 ※ 「日帰売上 ÷ 日帰人数」が表示されます。

予約件数 日帰の予約件数が表示されます。

平均人数 日帰の平均人数が表示されます。

合計人数 日帰平均人数が表示されます。

扱い先ごとの日帰売上が表示されます。3

※  ｢日帰単価」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた「部屋代のみ」のデータを表示することができます。 
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」の「売上分析表示設定」で表示設定が可能です。（26 頁参照）
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 1-5. 客室在庫増減表

７日前までの客室の在庫状況をカレンダー形式で比較することができます。
この画面で「在庫数」「販売数」「稼働率」を表示した時点での数値と、過去 7 日間のそれぞれの日の集計時点でのデー
タと比較することができます。

色の変化及び数字の内容を確認することができます。
色の変化の幅については「客室在庫増減表設定」で変更することができます。（28 頁参照）

表に表示をする内容を選択します。
画面を開いたときと比較したい日を選択
します。右側には具体的な集計日時が
表示されます。

カレンダー形式で「在庫数」「販売数」「稼
働率」が７日前までの状態と比較できま
す。データは今月から６ヶ月分のみ確認
できます。
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1-5. 客室在庫増減表

10

20

-1 1

2

在庫数を表示している場合 「現在の在庫数」 から 「集計時点の在庫数」を引いた値が表示されます。

販売数を表示している場合 「現在の販売数」 から 「集計時点の販売数」を引いた値が表示されます。

稼働率を表示している場合 「現在の稼働率」 から 「集計時点の稼働率」を引いた値が表示されます。

在庫数を表示している場合 画面を表示した時の在庫数が表示されます。

販売数を表示している場合 画面を表示した時の販売数が表示されます。

稼働率を表示している場合 画面を表示した時の稼働率が表示されます。

増減した数値が表示されます。

現在の在庫数が表示されます。

1

2

表に表示される数値は下記の内容になります。

ワンポイントアドバイス
増減の集計期間は５か月先の月末までです。６か月先は、翌月１日からデータ収集が行われるため、毎月７日まで一部
データが表示できません。稼働率、販売数、在庫数は期間に関係なく表示されます。

例：１月は１月１日～６月３０日の増減が表示されます。 
　　ただし６月の増減は１月１日の時点では当日の増減しか見れません。 
　　１月２日の時点では当日・１日前の増減しか見れません。
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1-6. 部屋タイプ別分析

部屋タイプごとの「稼働率」「ADR」「RevPAR」を「日別」「月別」で確認することができます。

表に表示をする内容を選択します。

ボタンをクリックすると過去 2 年間のデータが確認できます。

1

2

チェックを入れると過去 2 年間のデータを一括で表示できます。

「ADR」「RevPAR」「宿泊単価」の場合、チェックを入れると基本商品の単価 ( 消費税込 ) から
料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた「部屋代のみ」のデータに切り替わります。

A
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客室稼働率 客室稼働率が表示されます。

宿泊売上 宿泊売上を表示します。宿泊売上は１泊以上の基本商品売上金額 ( 消費税込 ) です。

ADR 客室一室あたりの平均販売単価「宿泊売上 ÷ 稼働室数」が表示されます。

RevPAR 販売可能な客室 1 室あたりの収益「ADR × 客室稼働率」が表示されます。

「稼働率」「ADR」「RevPAR」のいずれか選択したデータが部屋タイプごとに「月別」または「日別」で表示されます。1

表示されているデータに対して CSV がダウンロードできます。
また、「過去２年分を一括で表示する」にチェックを入れた状態で、ＣＳＶをダウンロードすると、表示月（年）の過去 2 年のデータも含め
た状態でＣＳＶをダウンロードできます。

【例】
「月別」で「ADR」を表示し「部屋代のみ」のチェックが外れている場合は、
基本商品の単価 ( 消費税込 ) で計算された表示年の「月別」の「ADR」のＣＳＶがダウンロードできます。

「日別」で「RevPAR」を表示し「部屋代のみ」のチェックが入っている場合は、
基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた金額で計算された
表示月の「日別」の「RevPAR」のＣＳＶがダウンロードできます。

2

 1-6. 部屋タイプ別分析

※「部屋代のみ A 」にチェックを入れた場合、「宿泊売上」「ADR」「RevPAR」は、基本商品の単価 ( 消費税込 ) から料理品目の単価 ( 消費税込 ) を引いた金額で計算された内容が表示されます。
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 1-7. 宿泊者数集計

指定月の居住地別の宿泊者数集計を確認することができます。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

10

12

CSV をダウンロードできます。CSV の
内容は 17 頁をご参照ください。
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1-7. 宿泊者数集計

宿泊者数の集計内容は下記の通りです。
居住地の算出方法については 18 頁をご参照ください。

宿泊者数

1 宿泊者数の延べ人数 1ヶ月の延べ人数が表示されます。

2 宿泊者数の実人数 1ヶ月の実人数が表示されます。

うち外国人及びその他の
宿泊者数

3 延べ人数
外国人及びその他の宿泊者数の 1ヶ月の延べ人数が表示されます。

「 11 外国人延べ宿泊者数」及び「 12 その他延べ宿泊者数」の合計になります。

4 実人数
外国人及びその他の宿泊者数の 1ヶ月の実人数が表示されます。

「 11 外国人延べ宿泊者数」に表示されている国及び「 12 その他延べ宿泊者数」の実人数が表示されます。

利用客室
5 利用客室数 施設全体の客室の販売数の合計が表示されます。

6 客室稼働率 施設全体の客室の稼働率が表示されます。

延べ宿泊者数
7 県内 「マスタ設定 > 宿泊者数集計 > 施設の所在地」に設定された都道府県の延べ人数が表示されます。（29 頁参照）

8 県外
「 7 県内」以外の延べ人数が表示されます。
「 1 宿泊者数の延べ人数」から「 7 県内の延べ人数」を引いた人数が表示されます。

9 延べ宿泊者数の居住地別内訳 ( 各都道府県 ) 発信地などから分かる各都道府県の延べ人数が表示されます。

10 延べ宿泊者数の居住地別内訳 ( 国外 ) 9 以外の延べ人数が表示されます。「うち外国人及びその他の宿泊者数」の「 3 延べ人数」と同じ人数になります。

11 外国人延べ宿泊者数 発信地などから分かる 11 に記載の国の延べ人数が表示されます。

12 その他延べ宿泊者数
上記に該当しない居住地の場合の延べ人数が表示されます。
また、住所が存在する場合、どのように表示するかは「マスタ設定 > 宿泊者数集計 > 発信地が空で住所が存在する場合」
で設定できます。（29 頁参照）

※ 宿泊者数集計は予約情報のデータを元にした集計になります。
※ 0 泊の予約は「延べ人数」「実人数」ともに加算されません。
※  同行者の人数は、代表者の「基本商品」を元に数えるか、同行者情報を元に数えるかは「マスタ設定 > 宿泊者数集計 > 宿泊者数の数え方」で設定できます。詳細は 29 頁をご参照ください。
※ 月をまたがった場合は、宿泊日を基準に集計されます。例えば「１月３１日～２月１日」に２泊３日で宿泊された場合、「１月３１日」の宿泊分は１月に、「２月１日」の宿泊分は２月に集計されます。

延べ人数
基本商品の販売数の合計です。

（例）3 泊の予約で１泊目の予約が１０人で２泊目と３泊目が５人の予約の場合、「延べ人数」は 20 人となります。

実人数
各予約の対象日の基本商品の最大販売数です。

（例）3 泊の予約で１泊目の予約が１０人で２泊目と３泊目が５人の予約の場合、「実人数」は１０人となります。
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 1-7. 宿泊者数集計

「CSV 出力」ボタンをクリックすると、現在表示中のデータを CSV ファイルとしてダウンロードできます。
例えば、「▲」マークがついている項目をクリックすると、その項目の表示�非表示を切り替えることができ、項目を非表
示にした状態で、「CSV 出力」ボタンをクリックすると、その項目を除外した CSV をダウンロードできます。
例えば、下記の場合は「延べ宿泊者数の居住地別内訳 ( 都道府県 )」を除外した CSV がダウンロードできます。
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 1-7. 宿泊者数集計

都道府県や国の判定方法は下記の通りです。

①  ｢ A 発信地」に都道府県が登録されている場合、その都道府県名として、「 9 延べ宿泊者数の居住地別内訳 ( 各都道府県 )」に人数が加
算されます。ただし、「東京都」を「東京」などのように省略されて保存されている場合は、「 12 その他延べ宿泊者数」に発信地に記入さ
れた名前で加算されます。

②  ｢ A 発信地」に「 11 外国人延べ宿泊者数」記載の国名が登録されている場合、その国名として 11 に人数が加算されます。
11 に記載のない国名の場合、「 12 その他延べ宿泊者数」に発信地に記入された名前で加算されます。

（判定される国名については次頁を参照ください。）

③  ｢ A 発信地」が空欄の場合は、「 B 住所」を元に判断します。
「 B 住所」の最初に、「東京都」などの都道府県の記載がある場合は、「 A 発信地」にその都道府県が入力され 9 に加算されます。（「東京」
などのように省略されている場合は発信地に入力されず「東京都」扱いになりません。）

④  ｢ B 住所」の最初または最後に、「アメリカ」などの「 11 外国人延べ宿泊者数」に記載の国名が登録されている場合は 9 に加算されます。
（「国名」は ｢ A 発信地」に自動で保存されません。判定される国名については次頁を参照ください。）

⑤  ｢ A 発信地」や「 B 住所」で判定されなかった場合は、「 C 郵便番号」で都道府県の「 A 発信地」を判定します。一部郵便番号では都
道府県をまたがる郵便番号があり、その場合、住所を元にできる限り都道府県を判定します。

AC

B
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1-7. 宿泊者数集計

国名 「発信地」または「住所」の最初と最後に入力されているテキスト
韓国 韓国 south korea korea
中国 中国 中華人民共和国 china
香港 香港 hong kong
台湾 台湾 taiwan
アメリカ アメリカ アメリカ合衆国 america united states of america
カナダ カナダ canada
イギリス イギリス england the united kingdom united kingdom
ドイツ ドイツ germany
フランス フランス france
ロシア ロシア russia
シンガポール シンガポール singapore
タイ タイ thailand
マレーシア マレーシア malaysia
インド インド india
オーストラリア オーストラリア australia
インドネシア インドネシア indonesia
ベトナム ベトナム vietnam
フィリピン フィリピン philippines
イタリア イタリア italy
スペイン スペイン spain

「発信地」または「住所」の最初と最後に入力されているテキストが下記の場合、居住地は下記のように判定されます。
（大文字�小文字�スペースによる違いは同じ内容と判定されます。）

国名 「発信地」に入力されているテキスト
韓国 KR
中国 CN
香港 HK
台湾 TW
アメリカ US
カナダ CA
イギリス GB
ドイツ DE
フランス FR
ロシア RU
シンガポール SG
タイ TH
マレーシア MY
インド IN
オーストラリア AU
インドネシア ID
ベトナム VN
フィリピン PH
イタリア IT
スペイン ES
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 1-8. ブッキングカーブ

指定された宿泊日に時間経過とともにどれだけの販売客室や売上が積み上がったかなどを確認することができます。

1

2 3

A

C

B

64 5 7
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1-8. ブッキングカーブ

「販売客室」「宿泊売上」「ADR」「宿泊単価」のいずれか選択した値がグラフと表で表示されます。 
A  グラフには当日から 91 日前までの値が表示され、それ以降の値は表示されません。 
B  表には当日から 91 日前までは 1 日ごとの値が表示され、92 日前から 182 日前までは 1 週間ごとの値が表示されます。 
C  「部屋タイプグループ 4 」で選択した場合、部屋タイプグループ名が表示されます。

※ 「部屋代のみ 6 」にチェックを入れた場合、「宿泊売上」「ADR」「宿泊単価」は、基本商品の単価から料理品目の単価を引いた金額で計算された内容が表示されます。

※  ブッキングカーブでの計算は、Staysee に予約が登録された日を元に計算します。

※  表示されている値はブッキングカーブ画面を表示した時点の予約情報のデータを元に作成されます。 
ただし、宿泊日の翌日以降に予約の追加やキャンセルしても、表示された値に反映されません。

※  割付待ちの予約の販売客室数は、予約情報の希望部屋タイプの数量を元に表示されます。 
全て割付待ちになっている場合：希望部屋タイプの数量がブッキングカーブに反映されます。 
１つ以上客室に割り付けた場合：割り付けた部屋の数量のみブッキングカーブに反映されます。

※  キャンセル予約の販売客室数は、予約情報の希望部屋タイプの数量を元に表示されます。 
ただし、予約登録された当日中にキャンセルされた予約は集計対象外になります。

1

販売客室
宿泊日の販売客室数が累積値で表示されます。 
92 日前から 182 日前までの値はその日 1 日の値が表示され、93 日前などの間の値は表示されません。

宿泊売上
宿泊日の宿泊売上 (１泊以上の基本商品売上金額 ( 消費税込 )) が累積値で表示されます。 
92 日前から 182 日前までの値はその日 1 日の値が表示され、93 日前などの間の値は表示されません。

ADR ※１
宿泊日の ADR（宿泊売上 ÷ 販売客室数）が 1 日単位または 1 週間単位で表示されます。 
92 日前から 182 日前までの値は、1 週間ごとの ADR の平均値が表示されます。

宿泊単価 ※１
宿泊日の宿泊単価（宿泊売上 ÷ 宿泊人数）が 1 日単位または 1 週間単位で表示されます。 
92 日前から 182 日前までの値は、1 週間ごとの宿泊単価の平均値が表示されます。
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 1-8. ブッキングカーブ

表示したいグラフと表を「販売客室」「宿泊売上」「ADR」「宿泊単価」のいずれかから選択します。3

分析用部屋タイプグループで設定したグループ名が表示されます。（32 頁参照）
グループを選択すると指定したグラフと表が表示されます。

4

「部屋代のみ」にチェックを入れた場合、基本商品の単価（消費税込）から料理品目の単価（消費税込）を引いた金額で計算された内
容が表示されます。

6

「グループ一覧」をクリックすると設定した分析用部屋タイプグループで設定 (32 頁参照 ) した内容が一覧で表示されます。5

「CSV 出力」ボタンをクリックすると、表示されているデータの CSV がダウンロードできます。7

クリックすると下記画像のように、表示する宿泊日および比較する日を設定できます。
表示したい宿泊日を設定し、「設定」ボタンをクリックすると指定した内容のグラフと表が表示されます。

2

宿泊日 表示する宿泊日を設定します。

比較する宿泊日 宿泊日と比較する日を設定します。「表示する」にチェックを入れると表示されます。

前年同曜日 前年の宿泊日に近い、同じ曜日が自動で「比較する宿泊日」に設定されます。
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 1-9. 月別予約進捗表

指定された月に時間経過とともにどれだけの大人の販売人数が積み上がったかを確認することができます。
６ヶ月前から１０日区切りで確認することができます。

1

2

3

A B
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1-9. 月別予約進捗表

指定された月の大人の販売人数が累積で確認することができます。 
過去 6ヶ月分のデータを 10 日ごとに区切った表になっています。

1

指定された月の ADR を確認できます。 
A  左側の ADR：宿泊売上 ÷ 販売客室数 
B   右側の ADR：宿泊売上 ( 大人人数の税抜きの部屋代のみ ) ÷ 販売客室数 

※部屋代のみ…基本商品の単価から料理品目の単価を引いた金額

2

「CSV 出力」ボタンをクリックすると、表示されているデータの CSV がダウンロードできます。3

※  月別予約進捗表での計算は、Staysee に予約が登録された日を元に計算します。
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 2-1. 分析データの再作成

分析売上ツールの「部屋代のみ」の値を確認するために、分析データの再作成が必要な場合があります。
その場合は「 1 分析データの再作成」ボタンをクリックしてください。

「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」からアクセスできます。

1

※  2024 年 7 月 20 日以前の「部屋代のみ」の金額の反映について
2024 年 7 月 20 日以前に登録されたデータについては、「部屋代
のみ」の金額が反映されていません。
2024 年 7 月 20 日以前の「部屋代のみ」の金額を分析データに
反映させたい場合は、「 1 分析データの再作成」ボタンをクリック
して実行してください。

※  マスタ設定で変更した料理品目単価の変更を分析データ用に反映
分析において一部のデータ（料理品目の単価変更等）が計算済
みの場合、マスタ設定で料理品目の単価を変更しても反映されな
いことがあります。
その場合、計算済みの分析データにも変更を反映させるには、

「 1 分析データの再作成」ボタンをクリックして実行してください。

ワンポイントアドバイス
「部屋代のみ」の分析データをご利用の場合で、料理品目の単価変更をした場合は「分析データの再作成」を推奨します。
料理品目管理画面に「売上分析設定」のリンクがあります。（料理品目の新規作成や削除した場合は再作成は不要です）
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2-2. 売上分析の表示設定

分析ページの年度の「始まり月」や「表示項目」の設定ができます。
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 売上分析設定」からアクセスできます。

売上分析ページと経費管理ページの年度の始まり月が設定できます。

単日分析ページ、年間分析ページ 、扱い先分析ページの表示項目を設定します。
※年間分析の非表示に設定した「その他商品カテゴリー」は「年間総売上」に合計されます。
※扱い先分析の非表示に設定した「その他商品カテゴリー」は「扱い先売上 ( その他商品 )」に合計されません。

1

1

2

2
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2-3. 連泊の取り扱いと売上の計上について

連泊の売上の扱いについては下記のようになります。
「扱い先分析」のみ「マスタ設定 > その他設定 > 環境設定」の「売上計上日の設定」の内容によって変わります。

売上は日ごとに計上されます。
【例】１０月３１日、１１月１日の２連泊の予約の売上は、表示期間を「１１月１日～１１月３０日」にした場合、
　　  １１月１日の金額のみ集計されます。１０月３１日の金額は集計されません。

の「単日分析�月間分析�年間分析」と同様に、売上は日ごとに計上されます。

売上はチェックアウト日に計上されます。
【例】１０月３１日、１１月１日の２連泊の予約の売上は、表示期間を「１１月１日～３０日」にした場合、
　　  １０月３１日と１１月１日の売上金額が「１１月１日～３０日」の売上として集計されます。
　　  表示期間を「１0 月１日～１0 月３1 日」にした場合、１０月３１日、１１月１日の２連泊の売上は計上されません。
　　  表示期間を「１0 月１日～１１月３０日」にした場合、１０月３１日、１１月１日の２連泊の売上は計上されます。

単日分析・月間分析・年間分析 ※「売上計上日の設定」は「毎日」「チェックアウト日」共通

扱い先分析 ※「売上計上日の設定」を「毎日」に設定している場合

扱い先分析 ※「売上計上日の設定」を「チェックアウト日」に設定している場合3

2

1

1
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 2-4. 客室在庫増減表の設定

客室在庫増減表（11 頁参照）の数値範囲の範囲を設定できます。
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 客室在庫増減表設定」からアクセスできます。

客室数にあわせてデフォルトでパターンが用意されています。(「設定する」ボタンを押すまで設定は反映されません。)

「稼働率」「販売数」「在庫数」それぞれ、数値を施設にあわせて色の設定ができます。設定した数値以上になると表がその色になります。
右側に左側以下の数字を設定した場合、右側の色が優先されます。例えば、「稼働率増加」の全てを「0.1」に設定した場合、稼働率が「0.1」
以上増加すると、一番右の濃い青色が表示されます。

1

1

2

2
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 2-5. 宿泊者数集計の設定

宿泊者数集計（15 頁参照）の設定できます。
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 宿泊者数集計設定」からアクセスできます。

施設の所在地の都道府県を設定します。宿泊者数集計の延べ宿泊者数の 「県内（15 頁参照）」に反映されます。1

1

2

3
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2-5. 宿泊者数集計の設定

宿泊者数の数え方を「利用者情報」または「同行者情報」のどちらを元に算出するか設定します。
「予約情報の発信地、住所で基本商品 ( 人員計算の対象 ) の人数分日毎に数える。」を設定した場合、予約情報の「 A 利用者情報」の
発信地等を元に算出します。２名以上の予約の場合、全員同じ居住地で加算されます。

「代表者、同行者の発信地、住所で宿泊日数をかけて人数を数える」を設定した場合、予約情報の「 B 同行者情報」の発信地等を元
に算出します。２名以上の予約の場合、同行者情報に記載された発信地で加算されます。

A

B

C

2

ワンポイントアドバイス
「 B 同行者情報」のリンクが表示されていない場合は、「そ
の他設定 > 環境設定」の「 C 同行者機能」を「使用する」
に設定すると表示されます。
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2-5. 宿泊者数集計の設定

都道府県や国が判別できなかった場合、「その他延べ宿泊者数（15 頁参照）」に表示されます。 
その場合、どのように加算するかを設定します。
住所を表示する：「利用者情報」の「住所」に記載されている内容が表示されます。
その他として扱う：「その他」として加算されます。
空欄として扱う：「空欄」に加算されます。

3
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 2-6. 分析用部屋タイプグループの設定

分析用部屋タイプグループを管理します。
「マスタ設定 > 分析�経費設定 > 分析用部屋タイプグループ」からアクセスできます。

分析用部屋タイプグループが一覧で表示されます。
A  「編集」をクリックすると分析用部屋タイプグループが編集できます。(33 頁参照 )
B  「 」をクリックすると分析用部屋タイプグループが削除できます。

1

新しく分析用部屋タイプグループを作成したい場合は、「新規登録」ボタンをクリックします。(33 頁参照 )2

表示順を変更したい場合は、「並べ替え」ボタンをクリックします。(34 頁参照 )3

1

23

A B

※ この分析用部屋タイプグループは、ブッキングカーブのみ利用できます。（20 頁参照）
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2-6. 分析用部屋タイプグループの設定

分析用部屋タイプグループの作成および編集ができます。

1 つのグループにする部屋タイプを選択します。
部屋タイプは、「マスタ設定 > 客室設定 > 部屋タイプ管理」で設定した内容が表示されます。

「希望なし」「（空欄）」「【未定義】」について
予約情報画面の希望部屋タイプで「希望なし」「（空欄）」「【未定義】」が設定されている場合があります。

（右画像参照）｢マスタ設定＞電文設定＞部屋タイプマッチング管理」で「部屋タイプ」が設定され
ている場合や以下の場合に設定されます。
希望なし ： 予約情報画面で希望なしで設定した場合

（空欄） ：部屋タイプが設定されていない客室に予約を作成した場合
【未定義】 ：電文の部屋マッチング設定ができていない初期状態の場合

分析用部屋タイプグループ名を設定します。（最大 20 文字）1

2

1

2
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2-6. 分析用部屋タイプグループの設定

分析用部屋タイプグループの表示順の並べ替えができます。

ドラッグ＆ドロップをして表示順を変更できます。または 「 A  表示順」の数字を表示したい順に入力します。
「並び順を変更する」をクリックすると変更が反映されます。

1

A

1
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3-1. 光熱費カテゴリーの設定

人件費、食事原価、光熱費を入力することで経費を管理することができます。
「分析 > 経費入力」から管理する光熱費を登録することで電気代や水道代などの経費を入力することができます。
初期の経費入力ページは下記のようになっており、「カテゴリー一覧 > 新規登録」または「光熱費カテゴリーの追加」か
ら光熱費カテゴリーを登録します。
人件費と食事原価はあらかじめ表示されています。
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3-1. 光熱費カテゴリーの設定

光熱費名を入力します。

単位を入力します。

「登録する」または「更新する」をクリックして保存します。
保存した内容は「経費入力」「光熱費」ページに反映されます。

ドラッグ＆ドロップをして表示順を変更できます。
並べ替えが完了したら「並び順を変更する」をクリックして変更を
保存します。

1

2

3

光熱費カテゴリーの登録と編集

光熱費カテゴリーの並べ替え

2

3

1
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3-2. 経費入力

光熱費カテゴリーを登録すると　　のように入力欄が表示されます。
このページで入力した内容は売上分析ページや経費管理ページに反映されます。

1

1

2 3

光熱費と使用量を入力することができます。並べ替えは「カテゴリー並べ替え (       )」から行うことができます。
光熱費カテゴリーの追加や編集は「カテゴリー一覧 (       )」から行うことができます。
１ヶ月分の人件費を入力します。入力した内容は「月間分析」「年間分析」「人件費」に反映されます。

１ヶ月分の食事原価を入力します。「月間分析」「年間分析」「食事原価」に反映されます。

1

2

3

BA

A

B
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3-3. 人件費

月ごとの売上に対しての人件費を確認でき昨年との比較もできます。
「分析 > 人件費」からアクセスできます。

21

月ごとの人件費を確認することができます。

売上に対しての人件費率を確認することができます。

1

2
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3-4. 食事原価

月ごとの売上に対しての食事原価を確認でき昨年との比較もできます。
「分析 > 食事原価」からアクセスできます。

月ごとの食事売上を確認することができます。「マスタ設定 > 商品設定 > 料理品目管理」で設定した料理売上が反映されます。
過去の価格を変更したい場合は、各料理品目の「編集」リンクから行うことができます。

売上に対しての食事原価と食事原価率を確認することができます。

1

2

21
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月ごとの売上に対しての光熱費を確認でき昨年との比較もできます。登録した光熱費カテゴリーの分だけ表示されます。
「分析 > 光熱費」からアクセスできます。

光熱費カテゴリーごとの使用量を月ごとに確認できます。

各光熱費カテゴリーの金額を確認することができます。

1

2

21

3-5. 光熱費
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3-5. 光熱費

月ごとの売上に対しての光熱費を確認でき昨年との比較もできます。登録した光熱費カテゴリーの分だけ表示されます。
「分析 > 光熱費」からアクセスできます。

各光熱費カテゴリーの合計金額を月ごとに確認できます。

売上に対しての光熱費率を確認することができます。

1

2

1 2

光熱費の合計



42

Ver 改定日 改定内容 頁
1.0 2021.07.26 初版発行 -
1.1 2023.12.19 「客室在庫増減表」「部屋タイプ別 分析」「宿泊者数集計」の説明追加 11~19,28~31
1.2 2024.04.04 1 日単位の売上データの「昨年月間稼働率」の計算方法の説明を修正 4

1.3 2024.04.08 1 日単位の売上データの「月間稼働率」「昨年月間稼働率」の計算方法の説明
を修正 4

1.4 2024.08.20
「部屋代のみ」の項目追加 3,4,6,8,10,14
ブッキングカーブの追加 20~22


